
パッケージ研修支援 事例集 

府立住之江支援学校  

テーマ：子どもの主体性を育む授業づくり 

概要 「アクティブ住之江」を目標に 

児童・生徒一人ひとりの自立と社会参加を実現するため、児童・生徒の人権を尊重し、それぞれの教

育的ニーズに適切に対応した教育・支援を行うことを基本として、社会生活に活かせる「知識・技能」の

習得、自己決定や自己判断の基礎となる「思考力・判断力・表現力等」の育成、生きる喜びにつながる

「学び向かう力・人間性等」の涵養を行う「児童･生徒一人ひとりを成長させる学校」をめざします。 

実施 

スケジュール 

Research 

 6月 17日（月） 校長、教頭、研究部、担当指導主事で、今後の進め方について打ち合わせ 

Vision 

 
９月 12日（木） 

 

全体会 

テーマ「子どもの主体性を育む授業づくり」 

Plan 

 11月上旬～1月中旬 事前に授業を参観・授業者と打ち合わせ、また指導案検討会を実施 

Do 

 12月 12日（木） 研究授業・研究協議（１）小学部：国語 

 12月 20日（金） 研究授業・研究協議（２）中学部：体育 

 1月 21日（火） 研究授業・研究協議（３）高等部：職業 

Check & Act 

 2月中旬 アンケート集約 

 

全体会 9月 12日（木） 「子どもの主体性を育む授業づくり」 

支援教育推進室指導主事より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善とは、単元や題材などの内容や時間のまとまり

をどのように構成するのかを考えること、また、特に子どもの思考に合わせ、見通しを持って取り組ませる

ことや学習活動の振り返り、次につなげることができる授業展開の工夫をどのよう進めるのかについて

共有しました。                                                            （資料は抜粋） 



大阪府教育センター 

研究授業（１） 
学年・教科： 

単 元 名 ： 

小学部 2年  「国語」 

「同じものを見つけよう！」 
教材名：「おんなじおんなじ」 

 

研究協議の 

ポ イ ン ト 

「身近な言葉にふれ、興味関心を引き主体性を育む」 

言葉に興味を持ち始めた児童に実際の具体物と言葉のマッチングをど

のような興味づけで行っていくのか、また、自分の活動の様子を動画で振

り返り、他者に評価してもらうことによる自己肯定感向上の場面の重要性

などについて、協議しました。 

研究授業（２） 
学年・教科： 

単 元 名 ： 

中学部 C班  「体育」 

「体つくり運動（投運動）」  

研究協議の 

ポ イ ン ト 

「個々の能力に応じた、主体的なゲームの楽しみ方」 
体つくり運動（投運動）に関する単元について、豊かなスポーツライフを

実現するという視点で、内容や構成を協議しました。また、生徒の実態を把

握し、基礎技能を高めること、簡単なルールの理解をどのように身に付けさ

せるかを中心に、協議しました。 

研究授業（３） 
学年・教科： 

単 元 名 ： 

高等部 3年  「職業」 

「カフェ実習」～すみの笑喫茶～ 
 

研究協議の 

ポ イ ン ト 

「コミュニケーション能力の育成をキャリア形成に」 
将来、就労をめざすコースに在籍する生徒に対するカフェ実習の授業に

ついて、めざすべき方向性などを確認するとともに、実際にどのような力を

必要とされるのかという点から、「コミュニケーション能力の育成」にフォー

カスし、協議しました。 

成果 主体性を引き出すためには、児童生徒の実態把握、適切な課題設定、興味関心を引く題材設定、そし

て、何より子ども自身に「なぜ？」「なに？」と疑問を感じさせることが大切です。そこで、住之江支援学校

では、「アクティブラーナーを支える支援アイディア チェックリスト」を活用して自らの授業を振り返った

り、学習の展開において「主体的・対話的で深い学び」の視点のどの部分に力を入れたのかを自らが

整理し、意識できるよう工夫された「授業研究シート」を活用したりと、様々な取組みを行ってきました。そ

の成果として、それぞれの授業づくりにおいて、「子どもの主体性を育むことが重要」であることを再確認

するとともに、授業改善の大切さを共有できる良い機会となりました。 

アンケート 

結果 
① 学校のニーズに応えていた ② 今回の成果を継続的に生かしていく 

  
（感想より） 

・ 今回の取組みの中で、各自の授業において、シートの活用などにより、重点的に指導するところをより明確にするきっ

かけになった。 

・ 学部の中であっても、コース制などに対する考えが違う教員がいるように、研修などにより方向性を統一する必要が

ある。しかし、小・中・高等部と連携した授業づくり向上への課題について意識を高めることができたのは、よい機会

であった。 

・ 指導案検討については、時間をかけ過ぎているように感じた。授業や指導案を見て、指摘する簡潔な形式の方がよ

いと思う。 
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